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2
月
21
日
㈯
、
遊
楽
館
で
、
宮
城
学
院
女

子
大
学
音
楽
科
を
今
春
卒
業
し
た
4
年
生
5

ま
ち
の
話
題

河北地区

河南地区桃生地区

卒
業
証
書
・
修
了
証
書
を
授
与

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
身
近
に

人
の
演
奏
に
よ
る
「
こ
も
れ
び
の
降
る
丘 

音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

遊
楽
館
と
同
校
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
音

楽
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
た
め
平
成
17
年
度

よ
り
連
携
し
て
お
り
、
春
と
冬
に
こ
の
音
楽

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
で
、

訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
に
生
の
音
楽
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
遊
楽
館
で
は
、
毎
月
第
2
、

第
4
土
曜
日
の
午
後
0
時
15
分
か
ら
、
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
入
場
無

料
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

2
月
18
日
㈬
、
桃
生
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル

で
、
長
生
大
学
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
生
大
学
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的

に
、
4
年
制
の
大
学
と
大
学
院
を
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
書
道
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
4
つ

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
月
に
1
、
2
回
ほ
ど

学
習
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
78
人
の
受
講
生
の
う
ち
69
人
の

方
が
卒
業
・
修
了
し
、
各
学
年
の
代
表
者
に

修
了
証
書
、
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
、
卒
業
者

に
は
個
人
ご
と
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

雄勝地区

自
主
防
災
研
修
会
開
催

火
災
発
生
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

3
月
2
日
㈪
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

に
伴
い
、
河
北
消
防
団
・
消
防
音
楽
隊
・
河

北
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
消
防
関
係
者
と
河
北

幼
稚
園
の
園
児
達
が
、
飯
野
川
商
店
街
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
河
北
消
防
署
一
日
消
防
署
長

に
任
命
さ
れ
た
、
岡
田
あ
い
子
さ
ん
が
、「
火

の
元
に
は
充
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の
後
、
消
防
音
楽
隊

を
先
頭
に
「
火
の
用
心
！
マ
ッ
チ
1
本
火
事

の
も
と
！
」
と
元
気
に
掛
け
声
を
掛
け
な
が

ら
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
月
28
日
㈯
、
雄
勝
公
民
館
で
、
自
主
防

災
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雄
勝
地
区
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
と
石
巻

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
雄
勝
が
主
催
し
、
石
巻
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
職
員
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雄
勝
地
区
自
主
防
災
会
役
員
、

雄
勝
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
な
ど
約
60
人
が
集

ま
り
、
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
災
害

を
目
の
前
に
し
た
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認
識
し
、「
必

ず
来
る
」
宮
城
県
沖
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津

波
災
害
な
ど
に
備
え
る
た
め
の
知
識
を
深
め

ま
し
た
。
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2
月
20
日
㈮
、
北
上
公
民
館
交
流
ホ
ー
ル

で
、
吉
浜
小
学
校
の
生
活
・
総
合
的
な
学
習

発
表
会
が
保
護
者
や
お
世
話
に
な
っ
た
地
域

の
方
々
を
招
待
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
の
健
康
診
断
士
「
北
上
川
調
査
隊
」
と

し
て
、
下
流
域
の
水
質
や
水
生
生
物
、
河
口

に
広
が
る
ヨ
シ
に
つ
い
て
の
発
表
や
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
（
北
上
）」
と
題
し
て
、
自

分
達
の
住
む
北
上
の
見
所
を
探
し
な
が
ら
、

写
真
に
収
め
て
ふ
る
さ
と
北
上
の
良
さ
を
再

発
見
し
た
企
画
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
子
ど
も
達
が
一
年
間
を
通
し

て
学
習
、
体
験
し
て
き
た
こ
と
を
一
生
懸
命

発
表
す
る
成
長
し
た
姿
に
、
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ピ
審
査
で
選
考
さ
れ
た
10
作
品
が
当
日
調

理
さ
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
が
会

場
内
を
お
い
し
そ
う
な
香
り
で
包
み
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
、
具
材
は
も
ち
ろ
ん
、
だ
し
汁

に
至
る
ま
で
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
素
晴
ら
し

い
出
来
栄
え
で
、
味
は
間
違
い
な
く
Ａ
級
で

し
た
。

　

優
秀
賞
以
上
は
次
の
と
お
り
。

◆
最
優
秀
賞　

い
し
の
ま
き
ホ
タ
テ
焼
き
そ

ば
（
伊
藤
靖
浩
さ
ん　

市
内
桃
生
町
）

◆
優
秀
賞　

︱
石
巻
純
情
焼
き
そ
ば
︱
（
市

川
健
さ
ん　

仙
台
市
）　

石
巻
焼
き
そ
ば

“
カ
キ
・
エ
ビ
合
戦
”（
高
成
田
恵
さ
ん　

市
内
双
葉
町
）

　

3
月
1
日
㈰
、
石
巻
中
央
公
民
館
で
、
石

巻
茶
色
い
焼
き
そ
ば
調
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
調

理
・
試

食
審
査

が
行
わ

れ
ま
し

た
。

　

50
点

を
超
え

る
応
募

が
あ
り
、

事
前
に
、

書
面
に

よ
る
レ

ま
ち
の
話
題

このコーナーでは、催し物やまちのできごと、地域の情報などを紹介します。

北上地区牡鹿地区

石巻地区

味
は
Ａ
級
！ 

石
巻
焼
き
そ
ば
!!

健
康
的
な
食
生
活
始
め
ま
せ
ん
か
？

優
し
い
お
兄
さ
ん
達
と
メ
バ
ル
を
放
流
！

　

2
月
26
日
㈭
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
清

優
館
」
で
、
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会
牡
鹿
分
会
主
催
の
「
み
や
ぎ
21
健
康
プ
ラ

ン　

テ
ー
マ
別
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

塩
分
の
摂
取
を
減
ら
し
、
乳
製
品
と
野
菜

の
摂
取
を
増
や
し
て
、
健
康
な
食
生
活
を
目

指
す
た
め
の
講
話
と
調
理
実
習
と
あ
っ
て
、

参
加
者
は
、
調
理
レ
シ
ピ
を
じ
っ
く
り
見
て
、

調
味
料
の
配
合
に
手
間
取
り
な
が
ら
も
、
慣

れ
た
手
つ
き
で
食
材
を
調
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

牡
鹿
食
改
で
は
、
「
今
後
も
年
4
、
5
回

の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
牡
鹿
地

区
に
お
住
ま
い
で
時
間
と
興
味
が
あ
る
方
は
、

ご
入
会
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
新
規
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
27
日
㈮
、
曇
り
空
の
中
、
渡
波
港
岸

壁
の
防
波
堤
で
、
は
ま
な
す
保
育
所
の
子
ど

も
達
25
人
と
宮
城
水
産
高
校
の
生
徒
達
が
、

約
１
、０
０
０
匹
の
メ
バ
ル
の
幼
魚
（
体
長

12
〜
14
㎝
）
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
バ
ケ
ツ

を
手
に
し
た
子
ど
も
達
は
、
冷
た
く
吹
き
付

け
る
潮
風
も
な
ん
の
そ
の
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
出
来
事
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
バ
ル
が
バ
ケ
ツ
に
入
れ
ら
れ
る
と
、
子

ど
も
達
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
り
、
優
し
い
宮

水
生
の
お
兄
さ
ん
達
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
と
メ
バ
ル
に
声
を
掛

け
な
が
ら
丁
寧
に
海
へ
放
し
て
い
ま
し
た
。

１
年
間
を
振
り
返
っ
て

～
生
活
・
総
合
学
習
発
表
会
～

▲ 中央左から、市川さん、伊藤さん、高成田さん


